
飼育下におけるオキナエビスの生態
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相模湾の三崎沖南西より採取したオキナエビスの飼育下における生態を観察した。飼育中に

みられた湿重量の変化は，いずれの個体も斃死時に減少していた。また，飼育期間中における

殼の顕著な成長は観察されなかった。飼育中のオキナ●=－ビスに，殼片面の一部を割ったマガキ

を与えた。この際，オキナエビスの摂取部位はマガキの内臓部に集中した。飼育下におけるオ

キナエビスの行動は，ひじょうに活発に動く時期と，数日間全く活動しない時期の不規則なパ

ターツを示した。光に反応し白い粘液を出す行動は，光だけでなく物理的刺激に対しての防御

反応と考えられる。
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Keeping  habitat of Mikadotrochus  beyrichii

(slit shell: Mollusca) collected from

eastern part of Sagami  Bay

Takashi KURAMOCHI*5  Hitoshi IKEDA*6

Mutsuo  HATTORI*7  Yasumitsu KANIE*8

The  habitat  of Mikadotrochus  beyrichii under  the  Pleurotomariidae  in captivitiy was
 ob-

served.  The  specimen  were  collected from  the eastern  part of Sagami  Bay.  The  wet  weight  of

each  specimens  decreased  compared  with  died and  collected  days.  No  shell growth.  The  slit

shells eat soft parts and  especially internal organs  of living oysters, Crassostrea  gigas in the

aquarium.  The  behavior  of M.  beyrichii in captivity showed  with  irregular  intervals of active

and  also inactive movings.  It seems  that the reaction  of the slit shell defenses  to the light and

also physical  stimulation.
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１． は じ め に

オキナエビスMikadotrc･油ｓ& り･richiiの分布は，房総

半島以南から熊野灘までと，伊豆諸島の水深50-250m

の岩礁帯に限られている（蟹江ほか, 1995 ； 倉持ほか，

1995)。相模湾の三崎沖における潜航調査では，オキナ

エビスはトリノアシＭｄαａ･inus routundusや数種のカ

イメン類などが生息する潮流の速い水深90 ～120 m 付

近の大陸棚縁の岩礁底上を薄く覆う粗粒礫岩底や岩礁底

のくぼみに生息し，房総半島の鴨川沖水深90 ～110 m

の海域でも同様に観察されている（倉持ほか, 1995) 。

本報告は，平成5 ～7 年度の海洋科学技術センターと

横須賀市自然博物館の共同研究「生きている化石・オキ

ナエビスガイの生態学的，進化学的研究」の一部であ

る。

2. 試料及び飼育方法

試料は, 1995 年５月31 日に三崎南西沖水深98-110

m の海底より海洋科学技術センターの無人潜水機「ド

ルフィン3K 」の潜航(#214,  #215) にて採取した８

個体のうちの６個体のオキナエビスである。このオキ

ナエビスを，葉山しおさい博物館に設置した飼育用水槽

に（上部フィルタ循環装置をつけた長さ60 cm, 水容量

54/ のガラス製水槽）冷却装置を用いて，試料採取地点

とほぽ同様な水温14 °Ｃに設定した。水槽内の海水は約

４ヶ月に１回交換し，蒸発分については真水を補充し

た。

３. 結　　　果

飼育水槽内におけるオキナエビスの観察により次の結

果が得られた。

（1） オキナエビスの飼育期間と成長

1995 年５月31 日より６個体の飼育を開始し，１個体

が921 日を経過した1997 年７月10 日現在も，飼育中

である。採集時及び死亡時の湿重量や飼育記録について

は（表1 ）に示した。湿重量は，いずれの個体も死亡時

に減少している。飼育期間中における殼の顕著な成長

は，認められなかった。

（2） 食性及び摂餌行動

飼育中のオキナエビスに｡は，採取直後に新鮮なマアジ

とカサゴの切り身を与えたが全く反応を示さなかった。

オキナエピス類は飼育下で，マガキCrassostreaが即ｓを

摂取する事例が多いことから（渡辺ほか, 1985 など），

殼片面の一部を割った生マガキを与えたところ反応を示

したため，これを餌として一週間に一度の割合で与え

た。この際，オキナエビスは触角をほぽ体の横位置に倒

し，マガキの内臓部に吻部を入れて摂取する行動をし

た。また，同一水槽内において飼育した，潮間帯に生息

するコウダカアオガイNipponacmea ｃｏｎｃｉｎ皿 ，フガ キ

・イソガユ鼠zmigrase心sαnguineus ・ ヨロイイソギソチ

ャクAnthopleura α裁zだαzを自ら襲って摂餌する行動は

見られなかった。

（3） 飼育下における匍匐行動

飼育水槽の底面に，淘汰不良（長経5-15 cm ）の葉

山海岸で採取した転石を敷いた。すべての個体が，採取

当初の1 ～2 週間目の匍匐行動は緩慢であったが，それ

以降は，ひじょうに活発に動く時期と数日間全く活動を

しない時期を不規則なパターンで，すべての個体がこれ

を繰り返した。飼育下におけるオキナエビスは，昼夜問

わずに行動していた。また，飼育水槽の水面上部以上ま

で這い上がり，半ば軟体部を外気にさらす個体もあっ

た。オキナエビスの匍匐行動は，他の腹足類に比べかな

り緩慢であり，餌を与えてもその反応は鈍かった。

（4） 光に対する反応

カｊラのフラッシュなどに敏感に反応し，白い粘液を

出す反応（蟹江ほか, 1986) と同様の反応は，本飼育

中にも幾度か観察されたが，ほとんどの場合は，飼育水

槽の海水交換時などによる刺激や，接触によるもので，

必ずしも光のみに反応しなかった。また，飼育2 ～3 週

間後からは，強力な照明ライトにもほとんど反応しなく

なった。

6８８

表 １　相模湾三崎南西沖産オキナエビスの飼育期間と計測値

Table l　Lifetime and measurements of Ｍ洫z画加chus  beり･richii from the eastern part of Sagami Bay.
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４. 考　　　 察

飼育水槽内におけるオキナエビスの観察により，次の

考察が得られた。

（1） 死亡時の湿重量が減少することは，渡辺ほか

(1985) によりベニオキナエビスの飼育例で報告されて

いる。今回飼育したオキナコ=｡ビスに与えた餌は，マガキ

に限られていたことから，斃死の原因は栄養的なバラン

スや水質管理上に問題があったと考えられる。

（2） 飼育中にみられたオキナエビスの摂餌行動に類似

する行動は, Harasewych et  al. (1988) や, Anseeuw

and Goto (1996) により海底でカイｊ ソを食べるミダス

オキナー=･ビス凡,・trochus midas の生態が報告され，自

然環境においても同様の行動をとると考えられる。同一

水槽内で飼育した潮間帯に生息する生物を襲う行動は見

られなかったことから，オキナエビスが自然界において

他の生物を襲って摂食することは考えにくく，むしろ，

オキナエビスの生息する海域で移動能力の乏しい生物や

他の生物の死骸などを摂餌していると推測される。

オキナエビス以外の種に｡ついては，＾゙ ニオキナエビス

M.  hiraseiが イ ソバナのポリプ・マガキや ウバ ガイ

Ｒａゐａx㎡鈿。ｇ溏α面回治 の内臓部・ヒトデ類・マア

ジ・マイワシ（渡辺・鶴岡, 1985 ； 荒川ほか, 1978 ；

川口, 1997), テラマチオキナエビフヽＰ. teramachiiか冷

凍アジの切り身（関戸ほか, 1976), アケボノオキナエ

ビスp. diluculum が水槽内のヒドロ虫（高山, 1994),

リュウグウォキナエビフヽＥ. rumphiiは， マヽアジ・７イ

ワシ・オキアミ・カイメン（川口, 1997) を摂餌する

ことが報告されている。したがって，オキナエビｘ類は

従来考えられていたようにカイｊ ソ類などを採食する

（荒川ほか, 1978) 単食性ではなく，かなりの適応幅を

もった雑食性のグループと考えられる。

（3） テラマチオキナＪﾆﾋーﾞﾌヽ が･ 昼間はほとんど活動せ

ず，夜間に活発に活動する行動パターンが関戸ほか

(1976) により報告されているが，飼育下におけるオキ

ナエビスの匍匐行動はテラマチオキナエビスとは異な

り，昼夜問わずに行動していた。

（4） 蟹江(1986) などが報告した，光に反応し白い

粘液を出す行動は，光だけでなく物理的刺激に対しての

防御反応でもあると考えられる。
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写真 １　相模湾の三崎西南沖水深98 ～106 m (D3K#215) か

ら採集されたオキナエビスと共産動物

Photo l　 μ洫zゐ加油心&り庇 筋首ind associated animals from,

ｏｆ Misaki sw, Sagami Bay, depth 98-106 m (D3K

#215).
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写真 ２　マガキを摂餌するオキナエビス

Photo 2 尨 ＆びichii eating Crasscボrea gigas.

写真 ３　飼育水槽内におけ るオキナエビスの生態

Photo ３ Mode of life on 皿&e ポchii  in the aquarium.
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